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民有林と国有林の連携による森林づくり
　地球温暖化吸収源対策の確実な推進に向けて、間伐等
の森林整備をいかに効率的に進めていくかが大きな課題
となっています。
　近畿中国森林管理局では、民有林との連携による森林
施業の共同化や低コスト路網生産システムの導入 ･普及
などにより、間伐等の森林整備と森林資源の有効利用に
取り組んでいます。　　　　　　【関連記事は 2～ 3頁】

八川地域森林共同施業団地（島根県奥出雲町）
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民
有
林
と
国
有
林
の
連
携
に
よ
る
森
林
づ
く
り

〜
森
林
共
同
施
業
団
地
設
定
の
取
組
〜

島
根
森
林
管
理
署
で
は
、
地
域
に
お
け
る
多
様
で
豊
か
な
森
林
づ
く
り
と
森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
継
続
的
に
進
め

て
い
く
た
め
、
管
内
各
地
で
民
有
林
と
の
共
同
施
業
団
地
を
設
定
す
る
な
ど
民
有
林
と
連
携
し
た
森
林
整
備
を
推
進

し
、
間
伐
材
な
ど
の
木
材
を
安
定
的
に
供
給
で
き
る
森
林
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

１　

導
入
の
背
景
と
目
的

　

島
根
県
の
「
木
材
生
産
団
地
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
等
を
踏
ま

え
て
平
成
18
年
11
月
に
国
有
林
で
開
催
さ
れ
た
路
網
及
び
間
伐
に
関

す
る
現
地
検
討
会
を
契
機
に
、
島
根
県
、(

独)

緑
資
源
機
構
中
国

四
国
地
方
整
備
局
（
当
時
）
と
近
畿
中
国
森
林
管
理
局
は
、
平
成
19

年
５
月
に
、島
根
県
全
域
を
包
括
す
る
「
森
林
整
備
に
関
す
る
覚
書
」

を
締
結
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
基
づ
き
県
、(

独)

緑
資
源
機
構
松
江
水
源
林
事
務
所
、

森
林
管
理
署
等
が
島
根
県
仁
多
郡
奥
出
雲
町
に
お
い
て
森
林
整
備
推

進
協
定
を
結
ん
だ
の
を
第
１
号
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
島
根
県
内
３
流

域
に
、
13
（
面
積
約
４
千
６
０
０
ha
）
の
森
林
共
同
施
業
団
地
を
設

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
森
林
共
同
施
業
団
地
で
は
、
団
地
毎
の
関
係
者
に
よ
り
締

結
し
た
「
森
林
整
備
推
進
協
定
」
に
基
づ
き
、
団
地
内
を
循
環
す
る

作
業
路
の
作
設
な
ど
効
率
的
な
林
内
路
網
整
備
や
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
に
よ
る
効
率
的
な
間
伐
等
に
、
民
有
林
・
国
有
林
が
連
携
し

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

２　

各
関
係
者
の
メ
リ
ッ
ト

①
民  

有  

林

　

小
規
模
個
人
所
有
者
の
同
意
を
個
々
に
得
な
が
ら
事
業
を
進
め
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
事
業
着
手
ま
で
の
手
続
き
に
長
時
間
を
要
し
て
い

ま
し
た
が
、
国
有
林
が
参
画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
規
模
の
拡
大
に
よ

る
コ
ス
ト
縮
減
が
見
込
ま
れ
、
個
人
所
有
者
の
同
意
も
得
ら
れ
や
す

低コスト路網の整備（八川国有林）

高性能林業機械による間伐材生産（八川国有林）土場に集積されたスギ間伐材
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く
な
り
、
事
業
の
と
り
ま
と
め
の
効
率
化
、
時
間
の
短
縮
も
可
能
と

な
り
ま
す
。

②
国  

有  
林

　

各
地
に
分
散
す
る
国
有
林
は
、
周
辺
民
有
林
と
協
調
す
る
こ
と
に

よ
り
、
効
率
的
な
路
網
の
整
備
が
可
能
と
な
り
、
高
性
能
林
業
機
械

の
導
入
と
合
わ
せ
、
施
業
コ
ス
ト
・
搬
出
コ
ス
ト
の
縮
減
が
図
ら
れ

ま
す
。

③
そ  

の  

他

○
民
国
が
一
体
的
か
つ
計
画
的
に
森
林
整
備
を
推
進
す
る
こ
と
に

　

よ
り
、
木
材
の
安
定
供
給
体
制
の
構
築
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

○
地
域
の
森
林
づ
く
り
が
推
進
さ
れ
る
ほ
か
、
安
定
的
な
仕
事
量
の

　

確
保
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

３　

取
組
の
内
容

　

以
下
に
、
八
川
地
域
森
林
共
同
施
業
団
地
に
お
け
る
取
り
組
み
を

紹
介
し
ま
す
。

○
八
川
地
域
森
林
整
備
推
進
協
定

　

第
１
号
で
あ
る
八
川
地
域
森
林
共
同
施
業
団
地
で
は
、
こ
れ
ま
で

下
図
の
青
線
部
分
ま
で
し
か
道
路
が
な
く
、
間
伐
材
等
の
利
用
が
困

難
で
し
た
が
、
共
同
施
業
団
地
の
設
定
に
よ
り
、
団
地
内
を
循
環
す

る
効
率
的
な
路
網
の
整
備(

下
図
赤
線)

が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
に
は
、
同
団
地
内
に
民
国
合
わ
せ
て

３
千
８
０
８
ｍ
の
低
コ
ス
ト
作
業
路
を
開
設
し
、
間
伐
材
９
８
５
㎥

を
合
板
用
材
な
ど
に
供
給
し
ま
し
た
。

４　

今
後
の
取
組
と
課
題

　

効
率
的
な
森
林
整
備
を
推
進
し
、
木
材
の
安
定
供
給
体
制
を
整
備

し
て
い
く
た
め
に
は
、
国
有
林
と
民
有
林
の
連
携
が
不
可
欠
で
あ
り

り
、
低
コ
ス
ト
路
網
生
産
シ
ス
テ
ム
を
導
入
で
き
る
団
地
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
箇
所
で
取
り
ま
と
め
を
行
い
、
多
面
的
機
能
を
も
つ
森

林
を
将
来
に
向
か
っ
て
適
時
適
切
に
管
理
で
き
る
基
盤
を
つ
く
る

こ
と
が
大
き
な
課
題
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
島
根
森
林
管
理
署
で
は
、
今
後
と
も
島
根
県
、
流
域

森
林
・
林
業
活
性
化
セ
ン
タ
ー
等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
隠
岐
流

域
を
含
む
島
根
県
内
４
流
域
す
べ
て
に
、
今
後
４
年
間
で
、
50
箇
所

程
度(

約
１
万
ha)

の
団
地
を
設
定
す
る
こ
と
を
目
標
に
、
森
林
共

同
施
業
団
地
の
メ
リ
ッ
ト
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

NO. 流域 設定月 施業団地名
団地面積

（ｈａ）
市町村 国有林名

民有林

関係者
１
斐伊川

H19. 5 八川 298 奥出雲町 八川 緑機構、県行、個人
２ H20. 2 程原 ･上赤名 746 飯南町 程原、女亀山（官行）緑機構、公社、町ほか
３

江の川

下流

H19. 8 柿木山 324 浜田市 柿木山 公社、個人
４ H19.12 雲井山南 191 浜田市 雲井山 緑機構、公社、市ほか
５ H19.12 雲井山北 206 浜田市 雲井山 公社、県行、市ほか
６ H20. 1 潮 ･ 今山 ･曲山 410 美郷町 今山、曲山 公社

７ H20. 1 田水 ･竹山 470 美郷町 竹山 会社
８ H20. 1 田之原 ･挽木山 364 美郷町 挽木山 緑機構、公社、町ほか
９ H20. 1 宮内 ･井之谷奥・艾山 295 美郷町 艾山 公社、町
１０ H20. 1 八色石北 ･笠取 ･下り谷 413 川本町 下り谷 公社、町ほか
１１ H20. 3 横道 ･大家 ･大谷 149 大田市 大谷（官行） 公社、市町、個人
１２ H20. 3 南山 ･馬野原 ･唐谷 147 大田市、川本町 唐谷（官行） 公社、市、個人
１３ 高津川 H19. 8 赤石 618 津和野町 赤石 町、公社、個人

合　計 4,631

島根県内における森林共同施業団地の設定状況（平成 19年度）

広島県

山口県

鳥取県

隠岐諸島

国有林
官行造林
河　川

隠岐流域
斐伊流域
江の川下流流域
高津川流域

①②
⑧

⑥

⑫
⑪

⑦
⑩⑨

④⑤

③

⑬

森林共同施業団地位置図

八川地域森林共同施業団地
（島根県仁多郡奥出雲町）

緑資源機構造林地 緑資源機構造林地

緑資源機構造林地

私有林

国有林国有林

県行造林地
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滋
賀
県
大
津
市
長　

目
片　

信

  

大
津
市
は
、
比
叡
・
比
良
を
は
じ
め
と
し
た
豊

か
な
山
系
と
、
そ
の
四
季
折
々
の
彩
り
を
映
す
琵

琶
湖
に
抱
か
れ
、
古
く
か
ら
湖
上
交
通
の
中
心
と

し
て
、
ま
た
陸
上
の
主
要
な
街
道
が
集
中
す
る
交

通
の
要
衝
と
し
て
繁
栄
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

  

西
暦
６
６
７
年
に
、
天
智
天
皇
に
よ
っ
て
大
津

宮
が
営
ま
れ
、
わ
ず
か
５
年
と
い
う
短
い
間
で
あ

り
ま
し
た
が
、
日
本
の
政
治
の
中
心
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
に
始
ま
り
、
そ
の
後
も

国
府
、
門
前
町
、
城
下
町
、
港
町
、
宿
場
町
な
ど

機
重
に
も
積
み
重
な
っ
た
各
時
代
の
歴
史
的
遺
産

が
自
然
と
一
体
と
な
っ
て
「
古
都
・
大
津
」
の
歴

史
的
風
土
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
15
年
10
月
に
は
「
古
都
」
の
指
定
を
受

け
、
世
界
遺
産
の
比
叡
山
延
暦
寺
や
日
本
有
数
の

歴
史
遺
産
を
有
す
る
町
並
み
を
次
代
に
継
承
す
る

た
め
、
古
都
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
の
面
積
は
、
４
万
６
千
４
１
０
ha

の
内
、
森
林
面
積
は
２
万
５
千
１
８
１
ha
を
占
め

て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
民
有
林
２
万
２
千
１
９
３

ha
、
国
有
林
２
千
９
８
８
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
森
林
は
、
琵
琶
湖
の
水
を
育
み
自
然
災
害

か
ら
生
命
や
財
産
を
守
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
と
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
貴
重
な
財
産
で

あ
り
、
ま
た
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
・
貯
蔵
庫
と

し
て
重
要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
木
材
価
格
の
低
迷
や
山
村
地
域
の
過

疎
化
、
高
齢
化
な
ど
社
会
の
大
き
な
変
化
に
よ

り
、
手
入
れ
の
行
き
届
か
な
い
森
林
が
増
加
し
て

お
り
、
ひ
弱
な
森
林
に
な
る
ば
か
り
か
、
下
草
が

育
た
ず
、
土
壌
が
流
出
し
自
然
環
境
の
バ
ラ
ン
ス

が
く
ず
れ
、
災
害
の
原
因
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
森
林
を
取
り
巻
く
現
状
は
、
大
変

厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
本
市
で
は
、
平
成

19
年
度
に
「
人
を
結
び
、
時
を
結
び
、
自
然
と
結

ば
れ
る　

結
の
湖
都　

大
津
」
を
将
来
都
市
像
と

し
て
新
た
に
策
定
し
た
総
合
計
画
の
中
で
、「
碧

い
琵
琶
湖
と
緑
の
山
々
の
豊
か
な
恵
み
を
受
け
、

発
展
し
て
き
た
ま
ち
の
成
り
立
ち
を
見
つ
め
、
自

然
と
共
生
す
る
循
環
型
の
社
会
づ
く
り
を
め
ざ

す
」
こ
と
を
ま
ち
づ
く
り
の
大
き
な
柱
の
一
つ
に

掲
げ
ま
し
た
。

　

森
林
資
源
の
恵
み
を
取
り
戻
す
た
め
、
健
全
な

森
林
の
整
備
、
保
安
林
等
の
適
切
な
管
理
を
は
じ

め
、
平
成
18
年
４
月
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
滋
賀

県
の
「
琵
琶
湖
森
林
づ
く
り
事
業
」
に
取
組
み
、

水
源
か
ん
養
、
木
材
の
供
給
な
ど
多
面
的
な
機
能

を
持
続
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
環
境
を
重
視
し

た
森
林
づ
く
り
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
「
結
」
は
、
か
つ
て
わ
が
国
の
地
域
社
会
を
支

え
た
助
け
合
い
の
仕
組
み
で
す
。
本
市
で
は
、
こ

の
古
き
よ
き
伝
統
に
新
た
な
光
を
あ
て
、
市
民
・

行
政
・
事
業
者
が
互
い
に
尊
重
・
協
力
し
な
が
ら

三
者
協
働
で
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

森
林
保
全
活
動
の
推
進
に
つ
い
て
も
結
の
精
神
で

三
者
が
協
力
し
な
が
ら
取
り
組
み
を
展
開
し
、
次

代
へ
水
と
緑
の
ま
ち
大
津
を
引
き
継
い
で
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

大
津
市
鎌
倉
谷
線
林
道
終
点
か
ら
の
風
景

上
田
・
上
逢
坂
線
付
近
の
間
伐
手
入
れ
林
分

森
林
を
守
り
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
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花
粉
症
発
生
源
対
策
へ
の
取
組

花
粉
症
発
生
源
対
策
へ
の
取
組

花粉症予測 ･観測
○花粉飛散量予測及び観測（環境省）
○気象の予測等（気象庁）
○スギ花粉発生源調査等の実施
（林野庁）

原因究明、予防及び治療
○病態解明、研究根拠の整備
（文部科学省、厚生労働省）
○予防 ･治療の開発 ･普及
（文部科学省、厚生労働省）

花粉症発生源対策
○花粉症対策品種の開発 ･普及
（林野庁）
○広葉樹林化など多様な森林づく
りを推進（林野庁）

総合的に対策を実施

関 係 省 庁 に よ る 取 組

１ 花粉発生源対策の効果の早期発見

２ 少花粉スギ林等への転換の促進

３ 少花粉スギ苗木供給量の増大

４ 少花粉スギ苗木供給体制の確立

５ 魅力ある少花粉 ･ 無花粉品種の開発

６ 国民参加による花粉発生源対策の推進

花粉発生源対策を進める上での課題

◆近畿中国森林管理局における今後の取組

○スギ花粉発生源対策推進協議会を通じた関係府県等との連携
○少花粉スギまたは広葉樹を主体とした森林に誘導していくた

　めの施業方法等を検討

など、京阪神圏等への花粉の飛散に強く影響を与えると推定さ

れるスギ林を中心として、花粉の少ない森林への誘導を推進し

ます。

　

ス
ギ
花
粉
症
は
、
患
者
数
が
日
本
人
の

10
％
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
る
な
ど
、
社

会
的
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

発
症
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
大
気
汚
染
等
と
の

関
係
を
指
摘
す
る
報
告
も
あ
り
、
十
分
に
は
解
明

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、
花
粉
症
対
策
は
、
原
因
の
究
明
、

予
防
及
び
治
療
、
花
粉
の
発
生
源
に
関
す
る
対
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
こ
と
が
必
要
な
こ
と
か

ら
、
関
係
省
庁
が
協
力
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
の

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

こ
の
中
で
、
林
野
庁
で
は
「
花
粉
発
生
源
対
策

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
そ
の
検
討

結
果
が
平
成
19
年
８
月
に
示
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

検
討
結
果
に
基
づ
き
、
克
服
す
べ
き
六
課
題
の
全

て
に
適
切
な
対
応
が
行
わ
れ
た
場
合
、
首
都
圏
等

へ
の
ス
ギ
花
粉
の
飛
散
に
強
く
影
響
を
与
え
る
と

推
定
さ
れ
る
約
９
．
５
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
ス
ギ
林

の
概
ね
５
割
に
つ
い
て
、
今
後
10
年
間
で
少
花
粉

ス
ギ
や
広
葉
樹
林
等
へ
の
転
換
が
進
む
こ
と
が
期

待
で
き
ま
す
。      

　

ま
た
、
少
花
粉
ス
ギ
の
苗
木
の
供
給
量
も
、
平

成
18
年
度
は
11
万
本
で
し
た
が
、
24
年
度
に
は
約

１
０
０
万
本
、
29
年
度
に
は
約
１
千
万
本
に
増
大

す
る
こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。（
林
野
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
「
今
後
の
花
粉
発
生
源
対
策
の
推
進
に
つ

い
て
」）    

  

こ
れ
ら
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
、
国
、

都
道
府
県
、
森
林
組
合
、
種
苗
生
産
組
合
な
ど
の

関
係
機
関
が
連
携
し
て
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
近
畿
中
国

森
林
管
理
局
で
は
、
平
成
20
年
２
月
に
京
阪
神
圏

の
広
域
な
地
域
を
単
位
に
国
、
関
係
府
県
な
ど
に

よ
り
設
置
し
た
「
京
阪
神
圏
等
ス
ギ
花
粉
発
生
源

対
策
推
進
協
議
会
」
に
参
加
す
る
と
と
も
に
、
少

花
粉
ス
ギ
ま
た
は
広
葉
樹
を
主
体
と
し
た
森
林
に

誘
導
し
て
い
く
た
め
の
施
業
方
法
等
を
検
討
す
る

た
め
、
大
阪
府
箕
面
市
の
箕
面
国
有
林
内
に
お
い

て
、
関
係
自
治
体
等
と
の
現
地
検
討
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

◆
森
林
整
備
課
◆
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京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
㉘

「
五
山
の
送
り
火
」
と

「
五
山
の
送
り
火
」
と
銀銀ぎ

ん
か
く
じ
や
ま

ぎ
ん
か
く
じ
や
ま

閣
寺
山

閣
寺
山
国
有
林

国
有
林

　
「
五
山
の
送
り
火
」
で
有
名
な
「
大
文
字
山
」

の
す
ぐ
隣
が
国
有
林
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
し
ょ
う
か
。

　

銀
閣
寺
山
国
有
林
は
、「
五
山
の
送
り
火
」
で

有
名
な
「
大
文
字
山
」
の
左
側
（
北
側
）、
世
界

文
化
遺
産
に
指
定
さ
れ
て
い
る
銀
閣
寺（
慈
照
寺
）

の
背
後
に
位
置
し
て
い
ま
す
。
銀
閣
寺
山
国
有
林

の
面
積
は
約
24 

ha
で
す
。

　
「
大
文
字
山
」
へ
の
登
山
道
は
、
銀
閣
寺
の
裏

手
か
ら
始
ま
り
、
途
中
の
千
人
塚
ま
で
は
銀
閣
寺

山
国
有
林
を
通
っ
て
い
ま
す
。
千
人
塚
で
は
、
室

町
時
代
の
戦
場
で
あ
っ
た
た
め
か
、
人
骨
の
入
っ

た
壺
が
多
く
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
人
骨

は
村
人
が
供
養
の
た
め
に
祀
っ
た
も
の
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
千
人
塚
か
ら
先
は
階
段
の
連
続
と
な

り
、「
大
」
の
字
の
横
一
文
字
の
左
端
に
到
着
し

ま
す
。
麓
か
ら
「
大
」
の
字
ま
で
の
所
要
時
間
は

40
分
程
度
で
す
。「
大
」
の
字
か
ら
は
京
都
市
街

地
を
一
望
に
眺
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
「
大
文
字
山
」
の
周
辺
は
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
文

字
保
存
会
」
の
所
有
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
銀
閣

寺
山
国
有
林
内
に
は
、
麓
か
ら
山
頂
付
近
ま
で
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
文
字
保
存
会
の
機
材
運
搬
用
の
索

道
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
８
月
16
日
に
行
わ

れ
る
「
五
山
の
送
り
火
」
の
前
に
は
、
送
り
火
の

燃
料
と
な
る
ア
カ
マ
ツ
材
や
関
連
す
る
資
材
の
運

搬
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

  

銀
閣
寺
山
国
有
林
は
、
京
都
東
山
の
国
有
林
の

中
で
も
、
比
較
的
、
多
く
の
ア
カ
マ
ツ
が
残
っ
て

い
ま
す
。
か
つ
て
、
銀
閣
寺
山
国
有
林
の
多
く
は

ア
カ
マ
ツ
で
覆
わ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
松
枯
れ
の
拡
大
に
よ
り
、
現
在
で
は
、
尾
根

筋
に
若
干
の
ア
カ
マ
ツ
が
残
る
ば
か
り
と
な
っ
て

い
ま
す
。
当
所
で
は
、
松
枯
れ
対
策
と
し
て
、
毎

年
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
よ
る
枯
損
木
の

伐
倒
・
薬
剤
処
理
を
行
う
と
と
も
に
、
マ
ツ
ノ
ザ

イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
対
策
と
し
て
生
存
木
の
樹
幹
へ
の

薬
剤
注
入
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
当
所
で
は
、
地
域
文
化
へ
の
貢
献
の
観

点
か
ら
、
銀
閣
寺
山
国
有
林
の
伐
倒
木
の
一
部
を

「
五
山
の
送
り
火
」
の
薪
材
と
し
て
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
大
文
字
保
存
会
」
に
提
供
し
ま
し
た
。「
五
山

の
送
り
火
」
で
は
、
燃
焼
時
間
の
関
係
か
ら
、
脂

の
の
っ
た
80
年
生
程
度
の
ア
カ
マ
ツ
の
み
が
薪
と

し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
８
月
16
日
の
「
五

山
の
送
り
火
」
で
は
、
銀
閣
寺
山
国
有
林
産
の
ア

カ
マ
ツ
が
薪
と
し
て
燃
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
３
月
12
日
に
は
、
銀
閣
寺
山
国
有

林
に
お
い
て
、「
高
島
屋
」
社
員
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
よ
る
ア
カ
マ
ツ
の
復
活
に
向
け
た
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
高
島
屋
京
都
店
・
洛

西
店
の
社
員
約
28
名
が
参
加
し
て
、
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
ア
カ
マ
ツ
の
植
栽
と
ア
カ
マ

ツ
の
天
然
更
新
に
向
け
た
「
地じ

か掻
き
」
の
作
業
を

行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
所
と
し
て
は
、
今
後
と
も
、
銀
閣
寺
山
国
有

林
を
拠
点
と
し
て
、
京
都
の
景
観
に
お
け
る
マ
ツ

の
復
活
に
取
り
組
む
方
針
で
す
。

http://w
w
w
.kinki.kokuyurin.go.jp/kyoto

〒
六
〇
二ｰ

八
〇
五
四

　

京
都
市
上
京
区
西
洞
院
通
り
下
長
者

　

町
下
ル
丁
子
風
呂
町
一
〇
二

　
　
　

京
都
農
林
水
産
総
合
庁
舎

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
七
五ｰ

四
一
四ｰ

九
八
二
二

 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
七
五ｰ

四
三
二ｰ

二
三
七
五

◆
銀
閣
寺
山
へ
の
ア
ク
セ
ス

Ｊ
Ｒ
京
都
駅
か
ら
京
都
市
バ
ス
１
０
０
系
統「
銀

閣
寺
前
」
停
留
所
下
車
、
徒
歩
１
０
分
程
度
。

銀
閣
寺
山
を
遠
望

高
島
屋
社
員
に
よ
る
ア
カ
マ
ツ
の
復
活
に
向
け
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業
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各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

各
署
等
の
取
組
・
行
事
の
紹
介

高
台
寺
山
国
有
林
で
「
伝
統
文
化
の

森
事こ
と
は
じ
め
始
」
を
開
催 

【
京
都
大
阪
森
林
管
理
事
務
所
】
３
月
30
日
、
清

水
寺
の
裏
山
に
当
た
る
高
台
寺
山
国
有
林
に
お
い

て
、「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
森
林

整
備
・
景
観
対
策
専
門
委
員
会
の
主
催
に
よ
る
森

林
整
備
イ
ベ
ン
ト
「
伝
統
文
化
の
森
事
始
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協

議
会
」
は
、
昨
年
末
に
、
京
都
東
山
の
国
有
林
を

対
象
と
し
て
、
多
様
な
関
係
者
の
参
加
に
よ
り
、

文
化
的
価
値
の
発
信
と
森
林
整
備
・
景
観
対
策
の

実
施
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
て
設
立
さ
れ

た
も
の
で
す
。
今
回
の
「
事
始
」
は
、
８
年
程
前

に
「
列
状
間
伐
」
を
行
っ
た
箇
所
を
対
象
に
林
床

整
備
・
除
伐
作
業
を
実
施
す
る
も
の
で
、
協
議
会

発
足
後
、
最
初
の
活
動
と
な
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
に
は
、「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進

協
議
会
」
か
ら
、
森
本
副
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

委
員
・
専
門
委
員
、
地
元
か
ら
、
清
水
寺
、
清
水

門
前
会
、
弥
栄
自
治
連
合
会
、
東
山
消
防
団
、
弥

栄
自
主
防
災
会
、
祇
園
商
店
街
振
興
組
合
、
知
恩

院
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
大
文
字
保
存
会
の
関
係
者
、
京

都
市
の
関
係
者
、
国
有
林
側
か
ら
は
、
佐
古
田
局

計
画
部
長
の
ほ
か
、
当
所
よ
り
、
福
田
所
長
な
ど

合
計
約
50
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。 

　

当
日
は
、
集
合
場
所
の
清
水
寺
内
の
子
安
観
音

に
お
い
て
、
協
議
会
の
森
林
整
備
・
景
観
対
策
専

門
委
員
長
で
あ
る
田
中
和
博
京
都
府
立
大
学
教
授

に
よ
る
開
会
の
挨
拶
な
ど
の
後
、
徒
歩
に
て
作
業

箇
所
に
向
か
い
ま
し
た
。 

　

作
業
箇
所
で
は
、
高
田
研
一
専
門
委
員
（
森
林

再
生
支
援
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
）
よ
り
、
高
台
寺

山
国
有
林
で
は
、
シ
イ
が
優
占
し
つ
つ
あ
る
こ
と

か
ら
、
他
の
広
葉
樹
の
成
長
を
助
け
る
た
め
、
シ

イ
を
選
択
的
に
伐
採
し
て
も
ら
う
こ
と
、
今
後

は
、
試
験
地
と
し
て
植
生
の
推
移
を
継
続
的
に
調

査
し
、
東
山
国
有
林
に
お
け
る
森
林
整
備
の
方
向

を
検
討
す
る
際
の
参
考
と
す
る
旨
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。 

　

そ
の
後
、
参
加
者
全
員
が
手
鋸
を
持
っ
て
、
シ

イ
の
伐
採
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
30
分
程
度
の
作

業
で
し
た
が
、
シ
イ
に
よ
り
暗
か
っ
た
森
林
が
明

る
い
森
林
に
姿
を
変
え
ま
し
た
。 

　
「
京
都
伝
統
文
化
の
森
推
進
協
議
会
」
で
は
、

６
月
頃
を
目
途
に
、
文
化
的
価
値
発
信
に
関
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ふ
れ
あ
い
の
森
で
森
林
教
室

　
　
　
　

〜
地
元
に
大
き
な
反
響
〜

【
広
島
北
部
森
林
管
理
署
】
４
月
25
日
、「
ふ
れ
あ

い
の
森
・
釜
か
ま
が
み
ね峰
山
森
林
浴
公
園
」
で
庄
原
市
立
口

南
小
学
校
、
全
校
児
童
77
名
の
参
加
に
よ
る
「
新

入
生
歓
迎
会
を
兼
ね
た
春
の
遠
足
」に
お
い
て「
森

林
教
室
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
児
童
の

ほ
か
報
道
関
係
者
８
社
や
地
元
関
係
者
な
ど
合
計

１
１
３
名
が
早
春
の
あ
べ
ま
き
巨
木
林
の
森
を
満

喫
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
、
職
員
手
作
り
の
創
作
紙
芝
居
「
か
ま

み
ね
天
狗
と
コ
ル
ク
の
木
」
に
よ
り
山
の
歴
史
と

地
球
温
暖
化
防
止
な
ど
に
つ
い
て
学
習
。
紙
芝
居

は
、
山
に
す
む
天
狗
が
、
荒
ら
さ
れ
た
り
、
手
入

れ
さ
れ
た
り
す
る
森
林
を
見
て
、
一
喜
一
憂
す
る

内
容
で
、参
加
し
た
児
童
は
、興
味
深
く
聞
き
入
っ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
の
指
導
で
木
の
輪
切

り
な
ど
を
使
っ
た
ク
ラ
フ
ト
作
り
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
５
年
生
の
沖
川
武
君
は
「
体
験
学
習
を
通
し

て
、
改
め
て
森
林
と
木
を
大
切
に
し
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
。
先
生
方
か
ら
も

「
木
で
出
来
た
家
具
や
家
が
生
き
て
い
る
こ
と
の

説
明
に
感
銘
し
た
。
子
供
達
に
木
の
ぬ
く
も
り
の

大
切
さ
を
語
り
継
ぎ
た
い
」
と
の
感
想
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
森
林
教
室
の
模
様
は
テ
レ
ビ
に
よ
る
２

度
の
報
道
が
あ
っ
た
ほ
か
、
創
作
紙
芝
居
に
つ
い

て
地
元
有
力
新
聞
社
の
取
材
を
受
け
る
な
ど
、
地

元
に
大
き
な
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

慣れない作業に汗を流す参加者

紙芝居に聞き入る児童木工クラフトに歓声職員の説明に笑顔の児童
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身を守る　日頃の点検　すばやい避難

　

林
野
庁
で
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
の
山

地
災
害
に
対
す
る
関
心
を
深
め
、
被
害

を
少
し
で
も
軽
減
さ
せ
る
た
め
に
、
梅

雨
を
迎
え
る
５
月
20
日
か
ら
６
月
30
日

ま
で
の
期
間
、「
山
地
災
害
防
止
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
皆
さ
ん
に
身
近
に
あ

る
危
険
な
と
こ
ろ
を
確
認
し
た
り
、
避

難
体
制
を
整
え
る
な
ど
に
よ
り
、
山
地

災
害
に
備
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

１　

こ
ん
な
と
こ
ろ
が
危
険
！

(1)
山
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
い
と
こ
ろ

・
山
の
斜
面
に
亀
裂
や
わ
き
水
が
あ
る

・
過
去
に
山
崩
れ
が
あ
っ
た

・
急
斜
面
で
、
と
き
ど
き
落
石
が
あ
る

(2)
土
石
流
が
起
こ
り
や
す
い
渓
流

・
渓
流
の
勾
配
が
急
で
あ
る

・
渓
流
に
大
き
な
石
が
ご
ろ
ご
ろ
し
て

　

い
る

・
た
く
さ
ん
の
土
砂
が
堆
積
し
て
い
る

・
過
去
に
土
石
流
が
あ
っ
た

２　

異
変
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

(1)
山
地
災
害
の
危
険
信
号
を
見
逃
す

な
！

　

山
地
災
害
が
起
こ
る
場
合
、
山
の
斜

面
や
川
の
流
れ
を
よ
く
観
察
し
て
み
る

と
、
多
く
の
場
合
、
危
険
信
号
と
思
わ

れ
る
変
化
が
現
れ
ま
す
。
次
の
八
つ
の

危
険
信
号
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

①
今
ま
で
涸
れ
た
こ
と
の
な
い
わ
き
水

　

が
と
ま
っ
た

②
わ
き
水
の
量
が
急
に
増
え
た

③
山
の
木
が
傾
い
た
り
斜
面
に
亀
裂
が

　

走
っ
た

④
川
が
濁
り
、
流
木
が
混
ざ
り
は
じ
め

　

た
⑤
山
の
斜
面
か
ら
石
が
転
が
り
落
ち
て

　

き
た

⑥
普
段
澄
ん
で
い
る
沢
や
井
戸
水
が　

　

濁
っ
て
き
た

⑦
雨
が
降
り
続
い
て
い
る
の
に
川
の
水

　

位
が
下
が
っ
た

⑧
地
鳴
り
が
聞
こ
え
て
き
た

(2)　

危
険
信
号
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
ら

【
す
ぐ
避
難
】

　

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
に
指
定
さ
れ

た
場
所
に
避
難
！

【
す
ぐ
通
報
】

　

災
害
が
起
こ
っ
た
ら
す
ぐ
１
１
０
番

か
１
１
９
番
に
通
報
！

【
近
づ
か
な
い
】

　

災
害
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
に
は
近

づ
か
な
い
！

　

普
段
か
ら
、
家
族
や
地
域
ぐ
る
み
で

山
崩
れ
な
ど
の
お
そ
れ
が
あ
る
場
所
や

避
難
場
所
に
つ
い
て
、
十
分
に
話
し
合

う
と
と
も
に
、
実
際
に
自
分
の
目
で
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
！

　

日
本
は
、
約
三
分
の
二
が
森
林
に
覆

わ
れ
る
緑
豊
か
な
国
土
に
恵
ま
れ
て
い

ま
す
が
、
険
し
い
山
が
続
く
複
雑
な
地

形
を
し
て
お
り
、
川
の
流
れ
は
狭
く
、

急
流
が
多
い
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
加
え

て
降
水
量
も
多
く
、
梅
雨
前
線
や
台
風

に
伴
う
集
中
豪
雨
時
に
は
、
毎
年
、
山

崩
れ
、
土
石
流
、
地
す
べ
り
な
ど
の
山

地
災
害
が
発
生
し
、
人
命･

財
産
に
大

き
な
被
害
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

「山地災害防止キャンペーン」「山地災害防止キャンペーン」
平成 20 年 5月 20日（火）平成 20 年 5月 20日（火）-- 6月30日（月）6月30日（月）

異
変
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難

異
変
を
感
じ
た
ら
す
ぐ
避
難


